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9 物価水準（１２－６）

①GDPデフレーター 〈物価指数：１〉

≡（名目GDP÷実質GDP）×100
計算方法：パーシェ型

②CGPI (Corporate Goods Price Index) 〈物価指数：２〉

企業物価指数 （旧：卸売物価指数）

対象：企業間で取引される物的商品

(a)国内企業物価指数＝国内市場向け生産品

(b)輸出物価指数 ＝輸出品

(c)輸入物価指数 ＝輸入品

→これら全てを統合（全取引額約80％）

計算方法：ラスパイレス型

③CPI (Consumer Price Index)〈物価指数：３〉

消費者物価指数

対象：消費者世帯（単身者、農林漁家除く）が購入する主要な

商品とサービス

計算方法：ラスパイレス型



9 物価水準（１２－６）
○加重平均 （x：変数、w：ウエイト）

ただし、

(1)パーシェ型 （GNPデフレータ）

…その年（t年）での総価値を

その年（t年）での価格で計る

…その年（t年）での総価値を

基準年（0年）での価格で計る

(2)ラスパイレス型 (WPI, CPI)
…基準年（0年）での総価値を

ある年（t年）での価格で計る

…基準年（0年）での総価値を

基準年（0年）での価格で計る
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問題1（ｐ３２，例題３）
生産主体 生産金額 中間投入 石油輸入 付加価値

農家 ２０（兆円） ０ ５

製粉所 ４０ ２０ １０

製パン会社 ８０ ４０ １５

合計

１．空欄をうめよ。

２．ここで輸入価格が２倍になったとする。上の付加価値が不変であるため
には，各財の価格は

何%上昇すべきか？
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問題1（ｐ３２，例題３）
生産主体 生産金額 中間投入 石油輸入 付加価値

農家 ２０（兆円） ０ ５

製粉所 ４０ ２０ １０

製パン会社 ８０ ４０ １５

合計

３．石油以外の価格が２０％上昇したときの，名目GDPおよびGDPデフレー

タで測るインフレ率は

いくらか？
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問題2（ｐ３４，問題５）

１．９０年を基準とした００年のCPI
２．同じく，パーシェ指数ｓ

食料

住居

被服

合計

１９９０
年

量 単位
価格

支出

５ １２ ６０

２ １０ ２０

４ ５ ２０

１００

２０００
年

量 単位
価格

支出

５ ３０ １５０

３ ２０ ６０

１０ ８ ８０

２９０



3.2 GDPの決定（計算）（１３－１）
◎総需要は YD ≡ C＋I＋G
☆ケインズ型消費関数（仮定③） について

0C C cY= + 総供給（＝総所得）

限界消費性向
０＜ｃ＜１の定数
所得の限界的増加による
消費の限界的増加量

独立（自律的・基礎）消費
・･･･所得に依存しない

生活に必要

復習

☆投資
で一定と仮定

☆政府支出
で一定と仮定

◎総供給は YS ≡ Y

∴財市場の均衡条件： YS ＝ YD ⇒

0I I=

0 0 0Y C cY I G= + + +

0G G=
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問題３（ｐ３４，問題２）

政府のない世界を考える。消費＝２００，投資＝５
０のとき，

（１）GDP
（２）貯蓄・投資均衡は成立するか？

問題４（ｐ３４，問題４）

投資＝２５，貯蓄＝４０,貿易収支＝１０のとき，財

政赤字はいくらか？
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問題５（ｐ５７，例題１）

国民所得はC，I，Gからなる。

C=１０＋０．７５Y
かつ，I＝１７．５

G=10
とする。このとき

（１）均衡国民所得

（２）政府支出乗数

（３）Yf＝２５０のとき，これを達成するのに必要なのはGをいくら

にすべきか？
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問題６（ｐ６１，問題２）

国民所得はC，I，Gからなる。

C=１０＋０．７５Y
かつ，I＝１７．５

G=10
とする。このとき

（１）均衡国民所得

（２）政府支出乗数

（３）Yf＝２５０のとき，これを達成するのに必要なのはGをいくら

にすべきか？



７．４貨幣の種類（１６－１）

Ｍ

１

流通通貨

普通預金・当座預金

準通貨 定期預金

ＣＤ ＣＤ（譲渡性預金）

Ｍ

２

＋

Ｃ

Ｄ

郵貯

Ｍ

３
＋

Ｃ

Ｄ

復習！
ノートの必要なし
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７．８ 貨幣乗数（１５－２）
預金通貨銀行のバランスシート

資産 負債

現金・日銀預け金 預金通貨

対外資産 準通貨

政府向け信用 対外負債

民間向け信用

非銀行民間部門のバランスシート

預金通貨（Ｄ）

準通貨

流通通貨（Ｃｎ）

Ｍ

（Ｄ）
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７．８ 貨幣乗数（１５－２）
通貨当局（中央銀行）のバランスシート

資産 負債

対外資産 現金通貨

流通通貨（Ｃｎ）

預金銀行向け貸出 銀行保有現金（Ｃｂ）

政府向け信用 日銀預り金（Ｒ）

（Ｃｎ＋Ｃｂ＋Ｒ＝Ｈ：ハイパワードマネー）

マネーサプライ（Ｍ） Ｃｎ＋Ｄ

＝ Ｈ×（Ｃｎ＋Ｄ）/ （Ｃｎ＋Ｃｂ＋Ｒ）

＝ Ｈ×（ｃ＋１） / （ｃ＋ｒ）＞１

ただし、ｃ＝Ｃｎ／Ｄ （通貨・預金比率） 貨幣乗数：ｍ

ｒ＝Ｃｂ＋Ｒ／Ｄ （預金準備率）

⇒ 貨幣乗数は安定的であり、通貨当局はＨを通じてＭをコントロールでき
る、と仮定する。

（預金

準備）
Ｈ
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７．７ 信用創造＝預金通貨供給（１６－２）

信用創造：新規の預金が民間銀行の貸出行動を通じて
その数（十）倍の預金を創出するメカニズム

法定準備率：通貨当局による、民間銀行に預金引き出し
のために日本銀行内に準備させる率

（過剰準備：法定準備以上に，民間銀行が日本銀行内
に準備している預け金）

法定準備金＋過剰準備＝日銀預け金

⇒ これを ｘ （０＜ｘ＜１） とおくと、

本源的預金が１の場合：

１/ｘ（信用乗数）倍の派生的預金の創出

１（ｘ/ｘ）倍の準備金合計が達成
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問題７（ｐ７４，例題１）

M2+CD＝６００

銀行手元保有現金＝１０

通貨乗数（M2+CD基準）＝１０

このとき，

（１）Hはいくらか

（２）流通通貨はいくらか？

（３）民間部門の預金はいくらか？
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問題８（ｐ７５，例題２）

預金準備率が０．０２，通貨*・預金比率が０．１の時，

（＊流通通貨のこと。「現金」というときもある。）

（１）通貨乗数

（２）H=５０のときの，M
（３）⊿H＝１０のとき，流通通貨



17

問題９（ｐ７５，例題３）
預金通貨銀行のバランスシート

資産 負債

現金・日銀預け金 預金通貨

対外資産 準通貨

政府向け信用 対外負債

民間向け信用

通貨当局（中央銀行）のバランスシート

資産 負債

対外資産 現金通貨 ５６．３

流通通貨（Ｃｎ）

預金銀行向け貸出 銀行保有現金（Ｃｂ）

政府向け信用 日銀預り金（Ｒ） ４．６

（預金

準備）
Ｈ

（Ｄ）
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